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■ 市の財政健全化判断比率を公表します
地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、
平成２８年度の健全化判断比率および資金不足比率を公表します。

●問い合わせ　総務部 財政課　(81-2118

平成２８年度決算に基づく健全化判断比率・資金不足比率

指標 指標の内容 田村市
の比率

早期
健全化
基準

財政再生
基準

①実質赤字比率

　一般会計等（田村市では一般会計、授産場事業特別会計、
診療所事業特別会計）の実質赤字比率です。
※対象となる会計はすべて黒字であり、実質赤字比率は
算定されません。

― 12.86％ 20％

②連結実質赤字比率

　すべての会計（一般会計等、公営事業会計（田村市では
国民健康保険特別会計、介護保険特別会計、後期高齢者
医療特別会計、公営企業会計））の実質赤字比率です。
※対象となる会計はすべて黒字であり、連結実質赤字比
率は算定されません。

― 17.86％ 30％

③実質公債費比率

　公債費や公債費に準じた経費の比重を示す比率です。
※前回算定値（平成２７年度：6.3％）と比べると、0.3
ポイント上がりました。
　これは、小学校建設等にかかる元利償還金や、公営企
業会計（水道事業、下水道事業）に対する繰出金が増額と
なったことによるものです。

6.6％ 25％ 35％

④将来負担比率

　地方債残高のほか一般会計等が将来負担すべき実質的
な負債をとらえた比率です。
※前回算定値（平成２７年度：29.9％）と比べると、0.8
ポイント下がりました。
　これは、地方債（借入れ）残高の減少や、財政調整基金
をはじめとした将来負担に対する積立金が増額となった
ことによるものです。

29.1％ 350％ ―

⑤資金不足比率

　公営企業会計（田村市では水道事業会計、滝根町観光
事業特別会計、農業集落排水事業特別会計、公共下水道
事業特別会計）ごとの資金不足に対する比率です。
※すべての公営企業会計において資金不足額、資金不足
比率はありません。

― 20％ ―

　①および②については、黒字のため、⑤については、資金が不足していないことで数値が算定されなかっ
たため、「―」と表示しています。
　今後も引き続き、健全な財政の維持に努めていきます。

健全化判断比率とは

　健全化判断比率には、①実質赤字比率、②連結実質赤字比率、
③実質公債費比率、④将来負担比率の４つの指標があります。
⑤資金不足比率は、地方公営企業会計の会計ごとに、資金の
不足額を事業の規模で除したものです。

　分かりやすく言うと、財政状況が危うくなった時点でイエ
ローカード（早期健全化基準）で警告を与え、その自治体自ら
が財政再建できないと明確になればレッドカード（財政再生基
準）で、国の関与のもとに財政再建に取り組むことになる制度
です。
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健全化判断比率の推移
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皆さんの温かいご声援をよろしくお願いします！

役職 氏名 所属
内野手 国分 美樹 上岩井沢

〃 山中 一功 球友会
〃 三瓶 智裕 都路ライオンズ
〃 吉田 敦 ロジャース
〃 三瓶 裕隆 ロジャース
〃 坪井 竜太郎 レッドウィングス
〃 三瓶 侑寿 レッドウィングス
〃 橋本 将一 笹山パンダース
〃 佐藤 翔弥 芦沢サムライ
〃 郡司 隆正 大町愛好会

外野手 先崎 繁人 和貢ファイターズ
〃 堀川 大輔 ＢＦＫソフトクラブ
〃 舞木 健太 上岩井沢
〃 渡辺 竜太郎 レッドウィングス
〃 本田 守 笹山パンダース

スポーツの秋 ～熱き戦い～SPORTS NAVI
- 第４回市町村対抗福島県ソフトボール大会 - 代表選手団 決定 !!
　第４回市町村対抗福島県ソフトボール大会が１０月１４日から相馬光陽ソフトボール場（相馬市）を会
場に開催されます。田村市の代表選手は下表のとおりです。
　田村市は、１０月１５日（日）に飯館村と１回戦を戦います。ぜひ応援にいらしてください。

役職 氏名 所属
代表 芥川 光栄 荒和田ソフトクラブ
監督 渡辺 堅一 上岩井沢

コーチ 大原 定信 美山ライオンズ
〃 佐藤 善蔵 芦沢サムライ
〃 鈴木 紀行 上町雷神

主将 佐久間 亨太 芦沢サムライ
投手 渡辺 匡 ドントマインズ
〃 渡辺 裕輔 上岩井沢
〃 吉田 勝宏 上岩井沢
〃 紺野 大 上町雷神
〃 斎藤 誠 美山ライオンズ
〃 安瀬 勇太 ふるさと選手
〃 荒井 英郎 芦沢サムライ

捕手 渡辺 和徳 ドントマインズ
〃 助川 直人 レッドウィングス

をお寄せください「市民の声」
市民の皆さんの市政に対するご意見、ご要望を市政に反映させるため、

「市民の声 受付専用電話」を開設します。
お寄せいただいたご意見は、市長がすべて確認し、
関係部局と実現性を検討したうえで、今後の市政運営に反映していきます。
なお、お寄せいただいたご意見と市の回答は、
ホームページで紹介させていただき、市民の皆さんと情報共有を図ります。

●問い合わせ
　総務部 総務課（秘書広報係）☎ 81-2117

● ＦＡＸ番号
　　0247-82-5577
● メールアドレス
　　info@city.tamura.lg.jp
● ホームページＵＲＬ
　　http://www.city.tamura.lg.jp

※トップページにある「市民の声」バナーをクリック！

専用電話のほか、ＦＡＸ、メール、ホームページ
でも市民の声を受け付けています。

● 市民の声 受付専用電話
電話番号

受付時間

0247-82-0066
午前８時３０分～午後７時
※土・日、祝日および年末年始を除く。

■　回答について
　受け付けた市民の声に対する回答は、文書またはメールで行
いますので、連絡先をお伝えください。ＦＡＸ・メールでお寄せ
いただく際は、連絡先の記載漏れがないようご注意ください。
　なお、回答は原則３日以内に行いますが、土日・祝日を挟む、
現場確認や関係機関との調整を必要とするなど、時間がかかる
場合があります。（郵便で回答書をお送りする場合、期限とは
別に郵送日数がかかります。）
　また、次に該当するご意見などについては回答しかねます。
　■市政に関係のないもの。
　■第三者を誹謗中傷するもの。
　■政治的な意図が強いもの、政治活動の一環と思われるもの。
　■同じ方から同じ趣旨の申し出が繰り返し寄せられるもの。
　■営利を目的とした内容のもの。
　■その他、市民の声として不適切であるもの。

－おことわり－

■　公表について
　お寄せいただいた市民の声と市の回答は、原則、個人情報な
どを除いたうえで、ホームページで公表します。
　なお、内容によっては公表しない場合もあります。（例：個
人情報を削除すると内容が意味不明になるものなど）
■　各種制度などのお問い合わせは、これまでどおり担当部署へ
ご連絡ください。


